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上 薗 恒 太 郞

１ 略 歴
昭和 23 年 ５ 月 鹿児島県に生まれる
昭和 42 年 ３ 月 私立ラ・サール高等学校卒業
昭和 42 年 ４ 月 九州大学教育学部入学
昭和 47 年 ３ 月 九州大学教育学部卒業
昭和 47 年 ４ 月 九州大学大学院教育学研究科修士課程入学
昭和 50 年 ３ 月 九州大学大学院教育学研究科修士課程修了（教育学修士）
昭和 50 年 ４ 月 九州大学大学院教育学研究科博士課程入学
昭和 54 年 ３ 月 九州大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学
昭和 54 年 ４ 月 九州大学教育学部助手（教育哲学）（昭和 56 年３月まで）
昭和 55 年 11 月 福岡教育大学非常勤講師（昭和 56 年９月まで）
昭和 57 年 ４ 月 長崎大学講師教育学部（教育学）
昭和 60 年 10 月 ボン大学客員講師（兼任、昭和 61 年 10 月まで）
昭和 62 年 ８ 月 長崎大学助教授教育学部（教育学）
平成 ５ 年 10 月 長崎大学教授教育学部（教育学）（平成 26 年 3 月まで）
平成 10 年 ２ 月 ライプチヒ大学客員教授（兼任、平成 10 年 11 月まで）
平成 16 年 ４ 月 長崎大学学長補佐（兼任、平成 17 年 3 月まで）
平成 17 年 ４ 月 長崎大学副学長（兼任、平成 18 年 3 月まで）
平成 19 年 ８ 月 ロンドン大学教育研究所客員研究員（兼任、平成 20 年 2 月まで）

２ 学会及び社会における活動等
昭和 48 年 ５ 月 九州教育学会会員（現在に至る、平成９年から４年間理事、平成 15 年か

ら４年間理事、平成 24 年から理事）
昭和 51 年 10 月 教育哲学会会員（現在に至る）
昭和 62 年 １ 月 日本教育学会会員（現在に至る）
平成 ４ 年 ４ 月 長崎県道徳的実践活動推進会議（前：長崎県学校道徳教育振興会議）委

員（平成 20 年まで）
平成 ４ 年 ５ 月 日本道徳教育学会会員（現在に至る、平成 18 年から評議員）
平成 ７ 年 12 月 日本道徳教育方法学会会員（平成８年から理事、平成 19 年から副会長（平

成 25 年まで）、平成 22 年から国際委員会委員長（兼任）、現在に至る）
平成 15 年 ８ 月 I-know 03 & 04 プログラム委員会委員（平成 16 年度まで）
平成 16 年 ７ 月 文部科学省「心のノート」改善協力会議委員（平成 17 年 3 月まで）
平成 16 年 11 月 Association for Moral Education(AME)会員（現在に至る）
平成 18 年 10 月 Asia-Pacific Network for Moral Education(APNME)会員（現在に至る、

平成 20 年から平成 23 年まで理事）
平成 24 年 ４ 月 長崎大学生活協同組合理事長、現在に至る
平成 22 年 ８ 月 博士（教育学）取得（九州大学）
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